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『働くことを軸とする安心社

会～まもる・つなぐ・創り出

す～』の実現を目指して！ 
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去
る

1

月

21

日(

土)

に

「
浜
田
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ
」
に
お
い
て
、
西
部
地
協

は
、
新
し
い
年
を
迎
え
、
心
新

た
に
連
合
運
動
の
基
盤
強
化
に

向
か
っ
て
、
更
に
前
進
す
る
こ

と
を
祈
念
し
て
、
2023
新
春
旗
開

き
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
の
冒
頭
、
オ
ー
プ
ニ
グ

ア
ト
ラ
ク
シ

ン
と
し
て
、「

Duo

FUGA

風
雅

」
の
メ
ン
バ

ー
に
よ
り
ま
す
ピ
ア
ノ
＆
ヴ

イ
オ
リ
ン
の
デ

オ
で
素
晴
ら

し
い
演
奏
を
ご
披
露
い
た
き
新

年
旗
開
き
に
大
き
な
華
を
添
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旗
開
き
に
は
、
地
協
内
構
成

組
織
組
合
員
の
皆
さ
ん
や
地
協

幹
事
会
役
員
、
そ
し
て
下
記
記

載
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
催
者
を

代
表
し
た
高
平
議
長
あ
い
さ
つ

の
後
、
ご
来
賓
か
ら
は
、｢

連
合

島
根
成
相
会
長｣

、
「
久
保
田
浜

田
市
長
」
様
、「
山
本
益
田
市
長
」

様
そ
し
て
立
憲
民
主
党
お
よ
び

国
民
民
主
党
か
ら
の
代
表
者
の

5
名
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
須
山
県

議
か
ら
、
本
年
4
月
に
施
行
さ

れ
る
島
根
県
議
会
議
員
選
挙
出

来
賓
の
ご
紹
介

○
連
合
島
根

会
長

成
相

善
朗

様

○
浜
田
市
長

久
保
田
章
市

様

○
益
田
市
長

山
本

浩
章

様

〇
立
憲
民
主
党
島
根
県
２
区
総

支
部
副
代
表

福
原

宗
男

様

〇
国
民
民
主
党
島
根
県
連

代
表

森
本

秀
歳

様

○
島
根
県
議
会
議
員

須
山

隆

様

○
大
田
市
議
会
議
員

柿
田

賢
次

様

〇
江
津
市
議
会
議
員

植
田

圭
介

様

〇
江
津
市
議
会
議
員

植
田

好
雄

様

○
浜
田
市
議
会
議
員

芦
谷

英
夫

様

〇
浜
田
市
議
会
議
員

小
川

捻
宏

様

○
益
田
市
議
会
議
員

平
原

祐
一

様

○
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島

根
浜
田
所
長

田
村

健
次

様

〇
中
国
労
金
浜
田
支
店

支
店
長

武
田

浩
志

様

○
中
国
労
金
益
田
支
店

支
店
長

三
島

精
司

様

○
こ
く
み
ん
共
済
COOP
西
部
支
所

支
所
長

深
江

祥
教

様

馬
に
あ
た
っ
て
の
決
意
表
明

や
出
席
い
た
だ
い
た
連
合
推

薦
議
員
団
の
紹
介
と
あ
わ
せ

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
旗
開
き
も
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
こ
と
で
飲
食
は
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
開
催
さ
れ
、
終
わ
り
に
、

西
部
地
協
奈
義
良
副
議
長
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
と
一
本
締

め
で
旗
開
き
の
式
典
を
終
了

し
ま
し
た
。

西部地協は、1 月 21 日(土)に「浜田ワシントンホテルプラザ」

において、2023 新春旗開きの前段で、日本経済は、欧米諸国と

比べ、個人消費が低迷しコロナ禍からの回復スピードが遅く、

急性インフレと慢性デフレが重なっているなど、働く者・生活

者のくらしは、物価高・円安・コロナ禍の三重苦にある中、2023
春闘は『くらしをまもり、未来をつくる』のスローガンを掲げ、

「働くことを軸とする安心社会」の実現に向けて、格差是正と

分配構造の転換につながりえる賃上げに取り組み、経済・社会

の活力の原動力となる「人への投資」をより一層積極的に行う

ことで、成長と分配の好循環を持続的・安定的に回していくた

めに「未来づくり春闘」を深化させる必要があるとし、具体的

には、月例賃金の引き上げにこだわり、定期昇給分 2％の確保を

前提に、「底上げ」「底支え」「格差是正」分の 3％（合計 5％）

程度の賃上げを要求水準とし、組合員の「生活防衛」を徹底す

るとした連合島根 2023 春季生活闘争方針の確認と共有化を図

ると同時に、2023 春季生活闘争がスタートしたことを内外にア

ピールすることを目的に「2023 春季生活闘争開始宣言集会」を

構成組織、地協幹事会役員の総勢 56 名の参加を得て開催しまし

た。

西
部
地
協
は
、
2023
年
2
月

18
日
（
土
）
に
、
浜
田
市
の
「
い

わ
み
ー
る
401
研
修
室
」
に
て
、

2023
春
季
生
活
闘
争
の
皮
切
り
と

し
て
、春
闘
の
取
り
組
み
の
共
有

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
春
闘
研
修
会
」
を
35
名
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、連
合
島
根
副
事
務

局
長
の
「
青
木

政
史
」
氏
か
ら

「
連
合
島
根
2023
春
闘
の
取
り
組

み
」
と
題
し
て
、
①
今
春
闘
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
く
ら
し
を
ま
も
る
、

未
来
を
つ
く
る
」
の
意
味
、
②
連

合
島
根
第
９
回
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
、
③
1997
年
以
降
の

日
本
の
賃
金
引
き
上
げ
の
状
況
、

企
業
規
模
間
格
差
、物
価
の
上
昇

問
題
、価
格
転
嫁
が
進
ま
な
い
な

ど
の
2023
春
季
生
活
闘
争
情
勢
の

ポ
イ
ン
ト
、
そ
し
て
①
企
業
の
状

況
、
②
雇
用
環
境
、
③
賃
金
の
動

向
な
ど
の
状
況
か
ら
求
め
ら
れ

る
春
闘
の
意
義
と
目
的
、
さ
ら
に

は
、
具
体
的
な
要
求
内
容
と
し
て

①
定
昇
プ
ラ
ス
引
き
上
げ
分

5
％
や
要
求
額
11,900
円
の
具
体

的
要
求
基
準
の
考
え
方
、
格
差
是

正
分
と
す
る
地
域
ミ
ニ
マ
ム
賃

金
額
や
雇
用
形
態
間
格
差
是
正

に
向
け
た
目
標
水
準
、
そ
し
て
、

「
す
べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に

立
っ
た
働
き
方
」
の
見
直
し
と
し

て
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、
労
働

者
の
雇
用
安
定
、
機
会
・
均
等
待

遇
の
実
現
、
人
材
育
成
と
教
育
訓

練
、
60
歳
以
降
の
雇
用
と
処
遇

に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
連
合

島
根
の
春
闘
方
針
の
考
え
方
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

高平議長あいさつ

推薦議員団の皆様 久保田浜田市長 成相会長 DuoFUGA のお二人
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西部地協は、「地域に根ざした顔の見える運動」の実践として、政策・制

度要求と提言活動は、重要な取り組みとして運動を進めている。

 ２０１２～２０１３年度の政策・制度要求と提言活動を皮切りに、今年度

も連合島根西部地協各地区における「2022～2023政策・制度要求と提言」
を各地区会議の協力の下、とりまとめを行った。

 要求と提言項目については、①持続可能で健全な経済の発展、②雇用の安

定と公正労働条件の確保、③安心できる社会保障制度の確立、④社会インフ

ラの整備・促進、⑤暮らしの安心・安全の構築、⑥食料・農林水産政策、⑦

ジェンダー平等政策、⑧教育政策、⑨民主主義の基盤強化と国民の権利保障、

⑩人権政策、⑪横断的課題（不妊治療対策）などについて要求書を作成

し、12月 20日に大田市・江津市・浜田市の各市役所、12月 21
日川本町・美郷町・邑南町の各役場、2023 年 1 月 26 日に益田
市役所、2月 28日に津和野町・吉賀町の各役場に政策・制度要
求と提言の要求書提出を目的として自治体訪問活動を実施し、2
月～4月末までに回答書の提出をお願いした。

西
部
地
協
青
年
女
性
委

員
会
は
、
1
月
28
日(

土)

浜

田
市
「
浜
田
ニ

ー
キ

ス
ル
ホ
テ
ル
」
に
て
12
回
目

と
な
る
定
期
総
会
を
開
催

し
た
。

定
期
総
会
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開

催
を
踏
ま
え
、
参
加
要
請
数

の
縮
小
や
飲
食
を
伴
う
懇

親
会
の
中
止
な
ど
感
染
症

予
防
対
策
を
実
施
し
開
催

し
た
。
ま
た
、
定
期
総
会
の

前
段
で
例
年
通
り
研
修
会

も
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
し

た
。
研
修
会
は
、
西
部
地
協

事
務
局
長
の
「
土
岡

勉
」

氏
を
招
い
て
、「
労
働
組
合

と
政
治
活
動
」
と
題
し
て
、

組
合
活
動
と
政
治
活
動
の

意
義
・
必
要
性
な
ど
に
つ
い

て
研
修
会
を
行
っ
た
。

研
修
会
の
後
、
３５
名
参

加
の
下
、
第
12
回
定
期
総

会
を
開
催
し
、
2022
年
度
の

活
動
報
告
や
①
青
年
組
織

の
活
性
化
・
連
帯
強
化
を

図
る
取
り
組
み
、
②
労
働

運
動
を
通
じ
た
社
会
活
動

へ
の
取
り
組
み
、
③
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
へ
の
取

り
組
み
な
ど
の
2023
年
度
活

動
計
画
に
つ
い
て
提
起
し

承
認
さ
れ
た
。

下森津和野町長山本益田市長

2023年 2月 6日トルコ南部のシリア国境付近で発生した大地震は、死者が５万名を超えるなど両国に
甚大な被害をもたらしました。この状況を鑑みて被災者の支援を目的として、救援カンパを行うことが、

下記のとおり連合本部で確認がなされました。皆様のご協力をお願いします。

１．実施時期 ： 2023春闘勝利総決起集会時および第 94回メーデー開催時
２．寄 付 先 ： ①国連 UNHCR協会、②日本ユニセフ協会、③国連WFP協会

④日本赤十字社

（集約したカンパ金は、上記寄付先に均等に分配します。）


